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マイナポイントとマイナンバーカードについて 

9月から、政府による「マイナポイント」事業がスタートしました。今回の CBCA NEWS では、そ

の概要をお伝えすると共に、事業の鍵となる「マイナンバーカード」についても言及します。 

 マイナポイントとは 

マイナンバーカードを使って予約・申込を行い、選んだキャッシュレス決済サービスでチャージや

お買い物をすると、利用金額の 25％分のポイントがもらえるのが「マイナポイント」のしくみで

す。一人あたり最大 5,000 円分のマイナポイントの取得が可能です。政府は 2,000億円（4,000万人

分相当）の予算をマイナポイントに投じ、9月からポイントの取得と利用が開始されました。 

 

（出所：総務省マイナポイント事務局） 

マイナポイントの取得と利用でお買物が最大 5,000円お得であるほか、マイナポイントとは別に決

済サービス側でポイントが付与されるキャンペーンもあります。 

マイナポイントの取得可能期間は 2020年 9 月～2021 年 3月末ですが、現予算 2,000億円が消化さ

れた時点で（予算追加がない限り）終了となります。 

マイナポイントの取得と利用に際しての留意点は以下の通りです。 

① マイナポイントの申込には、マイナンバーカードが必須 

② マイナポイントの取得と利用ができる決済サービスは 1つに限定される（途中の変更不可） 

③ マイナポイントの取得と利用ができるクレジットカードが限られている（スマホ決済等は問題なし） 

お得な制度であるにも関わらず、マイナポイントの申込は今のところ低調と伝えられています。大

きな理由は、マイナンバーカードの普及が進んでいないため、上記①がネックとなっています。 

そもそも、政府がマイナポイント事業を行う目的は、なかなか普及が進まないマイナンバーカード

の普及を一気に進めたいとの考えがあるからです。政府は、マイナンバーカードを普及させ、もっと

いろいろな情報をカードに盛り込ませ、個人情報を一元化したいとの構想があるようです。 

 マイナンバーカードの申請方法 

そのマイナンバーカードの申請は、郵便・パソコン・スマホ・対応する証明用写真機から無料で出

来ます。申請から交付まで 1カ月程度掛かる模様です。なお、カードの受取の際には、本人確認が必

要となるので、市区町村窓口まで出向く必要があります。 
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 マイナンバーカードのメリット 

では、なぜマイナンバーカードの普及が進まないのでしょうか。 

前述のように、カードの申請には多少の手間と時間を要します。情報漏洩も心配です。そのため、

カードを持つメリットや必要性が無いと、カードを申請する人はなかなか増えません。 

そこで、（マイナポイントを除く）マイナンバーカードの主なメリットを以下に列挙してみます。 

① マイナンバーを証明する書類として使える 

② 公的な身分証明書として使える 

③ コンビニなどで、住民票の写しや印鑑登録証明書を取得出来る 

④ 2021年 3月（予定）から、健康保険証として使えるようになる（健康保険証も従来通り使える） 

⑤ マイナポータルが利用でき、子育てなどの行政手続きがオンラインで出来る 

⑥ 確定申告がオンライン（e-tax）で出来る（来年からは、青色申告の e-taxでの控除額が 10万円増える） 

こうしてみると、カードを持つメリットは人によってかなり異なると思われます。ただし、メリッ

トがある方でも、カードの使用頻度は多くはないでしょう。カードに記載されているマイナンバー

は、社会保障、税、災害対策の法令で定められた手続のためだけに使われます。必然として、カード

が必須の場面は限られます。なお、以前に送られてきたマイナンバーの通知カードについてですが、

氏名、住所等の記載事項の変更がある方は、今年 5 月以降、通知カードによるマイナンバーの証明が

出来なくなりました。マイナンバーカードがないと証明に別途手続きが必要になり、不便です。 

さて、マイナポイントが起爆剤になるかどうかは別として、マイナンバーカードがあった方が便利

で、無いと不便を感じることが今後時々ありそうです。それにつれてカードの普及は進むでしょう。

ただし、マイナンバーカードは、いつも財布に入れて持ち歩くものではなく、普段は大切に仕舞って

おいて、必要な際に「どこに仕舞ったかしら？」と探し出すものになるのだろうと思います。 


